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第８回総会 議事録 
 

 

開催日時   令和３年２月２６日(金曜日)  午後２時３０分 

 

 

開催場所   小松島市保健センター ２階多目的室 

 

 

(農業委員) 

1番 一柳 泰徳   2番 竹内 信行   3番  錦野 伸策    4番    谷崎  徹  

5番 金西  章   7番 廣田 由美      8番    豊田 泉朱   9番   谷崎  賢二 

10番 矢野 伸二    11番  江﨑 惠子    12番    増井 道宏   13番   服部 雅基 

14番  川瀨 益栄   15番  舩越 康博     16番    關    藤子   17番   森  博之  

18番  高井 トミヱ  19番  青木 正廣    

 

（農業委員の欠席者） 

6番 栗本 謙二 

 

 （農地利用最適化推進委員の出席） 

 1区 庄野 博美   2区 柳川 昌弘   3区  島田 正明    3区   松下   傳 

  4区 石原 美史   5区 宮田 芳和   5区    義徳   6区  庄野 敏彦 

   6区 橋本 春男   7区 小松  晃     7区  徳山   守      8区  内多 泰美    

  9区  岡﨑 勢一   10区  宮城   仁    10区   里村 雅博    

 

  (出席者) 

  局 長 添木  尚   次 長 杉本 弘恵    

 

議 案 

 議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請審議について 

 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請審議について 

 議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請審議について 

 議案第４号 農用地利用集積計画案審議について 

 

  

議案外     

 報告第１号 農地法第４条第１項第９号の規定による届出について 

 報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

 報告第３号 利用権設定にかかる権利の合意解約による消滅について 

 報告第４号 農地中間管理権が設定された農用地の利用配分計画書について 
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開会開始時間   午後２時３０分  

 

議長（青木会長） 

それでは、小松島市農業委員会第８回総会を開催いたします。  

議事に入る前に、議事録署名者に、９番 谷崎 賢二 委員 と １７番 森 委員をご指名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 在任委員の過半数が出席しておりますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、会

議が成立したことをご報告いたします。 

議長（青木会長） 

それでは、議案第１号 「農地法第３条第１項の規定による許可申請審議について」、事務局より説明を

お願いいたします。 

事務局（局長） 

 それでは、議案書の２ページをお開きください。 

  

 議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請審議について」 

申請件数は、 １件、１筆です。 

 

 

議長（青木会長） 

事務局は、整理番号１番の審議内容を説明してください。 

 

事務局（次長） 

 申請にかかる審議内容についてご説明いたします。 

 整理番号１番は、労力不足による所有権移転の申請です。 

申請地は、１筆、面積２９４㎡です。 

譲渡人は、農地を所有しているが、遠方に住んでおり耕作ができないため、買い手をさがしていたところ、

当該農地近くに居宅のある譲受人との間で売買の話がまとまり、このたび、農地法第３条許可申請が提出

されました。 

譲受人は、取得後、所有する農地すべてを耕作すること、機械・労働力・技術・通作距離などをみても問

題がないこと、周辺の農地に影響もなく、農業委員会が定める別段の面積も超えていることから、農地法

第３条第２項各号には該当しておらず、許可要件をすべて満たしていると考えます。 

以上です。 

 

議長 

 ありがとうございます。 

担当の 舩越委員さん、何か補足事項があればお願いいたします。 

１５番  舩越 委員。 
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１５番 舩越委員  

坂野の舩越です。この件に関しては、譲渡人と譲受人の双方の話し合いで売買が成立しておりますので、

何ら問題はないと思っております。 

議長 

 ありがとうございます。 

それでは、整理番号１番の審議に入ります。何か質疑はございませんか。 

（※「なし」の声あり） 

議長 

ありがとうございます。 

質疑がないようですので、整理番号１番については、原案どおり可決と認めます。 

以上で議案第１号を終了いたします。 

それでは、議案第２号「農地法第４条の規定による許可申請審議について」、事務局より説明をお願いい

たします。 

事務局（局長） 

 それでは、議案書の ３  ページをお開きください。 

 議案第２号「農地法第４条の規定による許可申請審議について」 

申請件数は、１件、１筆です。 

議長 

事務局は、整理番号１番の審議内容を説明してください。 

事務局（局長） 

 申請にかかる審議内容についてご説明いたします。 

 整理番号１番 〇〇町字〇〇の一部についての申請内容について、転用目的は、進入道路の拡幅でござい

ます。 

 

この申請地、〇〇町字〇〇については、すでに進入路と駐車場にしておりますが、農地転用が必要である

ことが判明したため、始末書を添付の上、公道から宅地までの進入道路の幅員が１６５センチしかなく、

２メートルに拡幅したいということで、このたび４条許可での申請に至りました。 

 

申請地は、市街化調整区域で、農振除外済みです。 

 

農地区分ですが、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低い農地で２種農地と判断されま

す。 

 

転用を行うために必要な資力については、〇〇郵便局の残高証明書が添付されており、資金調達の見込み
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があること等から、申請に係る用途に遅滞なく供することの確実性、事業の施行に関して行政庁の許可・

認可等の処分の見込み、計画面積の妥当性については、適正であると判断されます。 

 

転用行為の妨げになる権利を有する者の同意について、農地基本台帳を確認しましたが、申請地には、賃

借権、使用貸借などは無く、同意は不要であります。 

また、〇〇土地改良区、〇〇土地改良区の意見書が添付されております。 

 

周辺の農地に係る営農条件への支障の有無についてですが、隣接地の境界部分にコンクリート擁壁を設置

し、盛り土部分の崩壊により隣接地へ土砂が流出しないよう留意するため、近隣の方々には影響はござい

ません。 

 

また、雨水排水については、排水路を設け、既存排水路に接続し、申請地の土砂は沈 殿
ちんでん

枡
ます

に流入するよ

うにし、隣接地及び水路に直接流入しないように留意するので周辺農地に被害を及ぼすことはないと思わ

れます。 

 

以上のことから、整理番号１番は許可やむを得ないと考えます。 

以上です。 

 

議長 

担当の  舩越 委員さん、何か補足事項があればお願いいたします。 

１５番  舩越 委員。 

１５番 舩越委員  

坂野の舩越です。この件に関しては、自宅の進入路の拡幅ということで何ら問題はないと思いますので、

よろしくお願いします。 

議長 

 ありがとうございます。 

それでは、整理番号１番の審議に入ります。何か質疑はございませんか。 

 

（※「なし」の声あり） 

 

議長 

ありがとうございます。 

質疑がないようですので、整理番号１番については、原案どおり可決と認めます。 

 以上で議案第２号を終了いたします。 
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続いて、議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請審議について」、事務局より、説明をお願いい

たします。 

事務局（局長） 

 それでは、議案書の ４  ページをお開きください。 

 議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請審議について」 

 申請件数は、 ３ 件、 ４ 筆です。 

議長（青木会長） 

事務局は、整理番号１番、整理番号２番の審議内容を説明してください。 

 

事務局（局長） 

申請にかかる審議内容についてご説明いたします。 

 整理番号１番、整理番号２番の申請内容について、転用目的は、宅地でございます。 

使用借人は、現在借家に住んでいますが、もともと狭く、子どもができてからさらに居住空間が手狭にな

り何かと不自由しています。そこで、使用貸人である使用借人の実父の所有地は経済性にも利便性にも優

れており、土地を貸してくれることになり、ここに居宅を新築することになりました。そこで使用借人と

使用貸人の両者において、使用貸借契約による利用の承諾が得られたことから、このたび５条許可申請が

提出されました。 

 

申請地は、市街化調整区域で農振除外済みの農地です。 

農地区分ですが、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低い農地で２種農地と判断されま

す。〇〇銀行〇〇支店の融資証明書が添付されております。 

また〇〇土地改良区の意見書が添付されております。そして、隣接水路に雨水、汚水及び家庭雑排水を放

流することに対し、異議がないとの、〇〇協議会からの承諾書も添付されております。 

周辺の農地に係る営農条件への支障の有無についてですが、隣接する土地は、北側は農道、東側は田、西

側は水路・市道、南側は宅地、田となっています。南側宅地、農地管理者には同意を得ております、工事

等については、周囲に迷惑をかけないよう最善の注意を払い施工するとのことで、付近の土地に対しては

被害はないものと思われます。 

以上のことから、整理番号１番、２番については許可やむを得ないと考えます。なお、担当の栗本委員は

本日欠席しておりますが、特に問題はないということを伺っております。 

以上です。 

 

議長 

 ありがとうございます。 
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それでは、整理番号１番、整理番号２番の審議に入ります。何か質疑はございませんか。 

 

（※「なし」の声あり） 

 

議長 

ありがとうございます。 

質疑がないようですので、整理番号１番、整理番号２番については、原案どおり可決と認めます。 

続いて事務局は、整理番号３番の審議内容を説明してください。 

事務局（局長） 

 申請にかかる審議内容についてご説明いたします。 

 整理番号３番の申請内容について、転用目的は、宅地でございます。 

 

使用借人は、現在借家に住んでいますが、住居面積が狭く、今後子どもができた場合に不安であることか

ら、使用貸人である使用借人の父に相談したところ所有地を貸してくれるということになり、その土地に

居宅を新築することで、使用借人と使用貸人の両者において、使用貸借契約による利用の承諾が得られた

ことから、このたび５条許可申請が提出されました。 

 

申請地は、市街化調整区域で農振除外済みの農地です。 

農地区分ですが、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低い農地で２種農地と判断されま

す。なお、〇〇銀行〇〇支店、〇〇銀行〇〇支店、〇〇信用金庫〇〇の残高証明書が添付されております。 

また〇〇土地改良区の意見書が添付されております。そして、隣接水路に雨水、汚水及び家庭雑排水を放

流することに対し、異議がないとの、〇〇協議会からの承諾書も添付されております。 

 

周辺の農地に係る営農条件への支障の有無についてですが、申請地に隣接する土地は、東側、北側・西側

は民地、南側は水路・市道となっております。東側、北側、西側の土地は使用貸人の所有地です。工事等

については、周囲に迷惑をかけないよう最善の注意を払い施工するとのことで、付近の土地に対しては被

害はないものと思われます。 

 

以上のことから、整理番号３番については許可やむを得ないと考えます。なお、担当の栗本委員は本日欠

席しておりますが、特に問題はないということを伺っております。 

以上です。 

議長 
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ありがとうございます。 

それでは、整理番号３番の審議に入ります。何か質疑はございませんか。 

 

（※「なし」の声あり） 

 

議長 

ありがとうございます。 

質疑がないようですので、整理番号３番については、原案どおり可決と認めます。 

続いて事務局は、整理番号４番の審議内容を説明してください。 

事務局（局長） 

 申請にかかる審議内容についてご説明いたします。 

 整理番号４番の申請内容について、転用目的は、太陽光発電施設でございます。 

 

申請地は、日当たりもよく採光を取り込みやすい場所であります。また、太陽光発電の電力の引き込みに

必要な電柱が近くの道路にあるため立地条件が最適であると考え、選定しました。なお隣接する宅地を更

地として併せて利用する予定です。譲渡人と譲受人の間でこのたび売買の話がまとまり、５条許可申請が

提出されました。 

 

申請地は、市街化調整区域で、農振除外済みです。 

農地区分ですが、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産力の低い農地で２種農地と判断されま

す。 

 

転用を行うために必要な資力については、〇〇信用金庫〇〇支店の融資証明願が添付されており、申請に

係る用途に遅滞なく供することの確実性、事業の施行に関して行政庁の許可・認可等の処分の見込み、計

画面積の妥当性については、適正であると判断されます。 

 

転用行為の妨げになる権利を有する者の同意について、農地基本台帳を確認しましたが、申請地には、賃

借権、使用貸借などは無く、同意は不要であります。 

また、〇〇土地改良区の意見書が添付されております。 

 

周辺の農地に係る営農条件への支障の有無についてですが、盛り土せず整地のみ行います。申請地の周囲

には既設のコンクリート擁壁があることから、雨水、土砂等の流失は考えにくいため、周辺農地への被害

はないと思われますが、十分に注意するとのことで、なお、万が一何か問題等が生じたときは、譲受人の

責任において対処するとのことです。 

なお、雨水については地下浸透とし、また、太陽光発電施設のため給水の必要はありません。 

 

以上のことから、整理番号４番については、許可やむを得ないと考えます。 

 

なお、担当の栗本委員は本日欠席しておりますが、特に問題はないということを伺っております。 
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以上です。  

 

議長 

ありがとうございます。 

それでは、整理番号４番の審議に入ります。何か質疑はございませんか。 

 

（※「なし」の声あり） 

 

議長 

ありがとうございます。 

質疑がないようですので、整理番号４番については、原案どおり可決と認めます。 

以上で議案第３号を終了いたします。 

続いて、議案第４号「農用地利用集積計画案審議について」、事務局より、説明をお願いいたします。 

事務局（局長） 

 それでは、議案書の ５ ページをお開きください。 

 議案第４号「農用地利用集積計画案審議について」 

 申請総数は、 ３９ 件、 ９２ 筆です。  

 

 農用地利用集積計画案審議は、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により、市長より農      

業委員会に対して、農用地利用集積計画案の適否について判断を依頼されたものです。 

審議内容について、ご説明いたします。 

今回利用権設定の申し出のあった農地については、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に定める各要

件を満たしていると考えます。要件とは、農用地利用集積計画の内容が基本構想に適合するものであるこ

と、利用権の設定を受けた後において、耕作等に供すべき農用地のすべてについて効率的に利用して、耕

作等の事業を行うと認められること及び耕作等の事業に必要な農作業に常時従事すると認められること、

それから、対象農地の関係権利者の同意が得られていることなどでございます。 

 ６ページからの総括表に契約内容の詳細を記載してありますので、ご確認ください。 

以上です。 
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議長 

 ただいま、事務局より申請内容についての説明がありました。 

それでは、議案第４号の審議に入ります。何か質疑はございませんか。 

 

（※「なし」の声あり） 

 

議長 

ありがとうございます。 

質疑がないようですので、以上で議案第４号を可決いたします。 

以上で、議案についての審議を終了いたします。 

それでは引き続き、議案外に移ります。 

報告第１号 「農地法第４条第１項第９号の規定による届出について」 

報告第２号 「農地法第１８条第６項の規定による通知について」 

報告第３号 「利用権設定にかかる権利の合意解約による消滅について」 

報告第４号 「農地中間管理権が設定された農用地の利用配分計画書について」 

議案外について事務局より報告をお願いします。 

 

事務局（次長） 

議案外についてご報告いたします。議案書の  １４  ページをお開きください。 

報告第１号『農地法第４条第１項第９号の規定による届出について』 

届出件数は、３件、３筆です。 

 

整理番号１番は、田で５０８㎡のうち１９９㎡の農業用倉庫の建築としての届出となります。 

現地確認をはじめ、添付書類を含め審査した結果、すべて完備しておりましたので、事務局長の専決処分

により届出を受理しました。 

 

整理番号２番は、田で１，８９０㎡のうち１９４㎡の、農業用施設の駐車場としての届出となります。 

現地確認をはじめ、添付書類を含め審査した結果、すべて完備しておりましたので、事務局長の専決処分

により届出を受理しました。 
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整理番号３番は、田で４０７㎡のうち１９６㎡の、農業資材置き場としての届出となります。 

現地確認をはじめ、添付書類を含め審査した結果、すべて完備しておりましたので、事務局長の専決処分

により届出を受理しました。 

事務局（次長） 

議案書の  １５  ページをご覧ください。 

報告第２号『農地法第１８条第６項の規定による通知について』 

申出件数は、 ４ 件、８ 筆です。 

それぞれ賃借人、賃貸人の協議のもと、合意解約に必要な書類、農地法第１８条第６項の規定による通知

書、および合意解約書に双方の署名・捺印がされ、提出されております。 

 

事務局（次長） 

議案書の  １６  ページをご覧ください。 

報告第３号『利用権設定にかかる権利の合意解約による消滅について』 

申出件数は、 ６ 件、 １２ 筆です。 

各々、賃貸人と賃借人の協議のもと、合意解約に必要な書類、および利用権設定にかかる合意解約申出書

に双方の署名、捺印がされ提出されております。 

添付書類を含め審査した結果、すべて完備しておりましたので、事務局長の専決処分により届出を受理し

ました。 

なお、 １７ ページ以降に詳細を記載してありますので、ご確認ください。 

事務局（次長） 

議案書の １８  ページをご覧ください。 

報告第４号『農地中間管理権が設定された農用地の利用配分計画書について』 

申出件数は、 １ 件、 ２ 筆です。 

 徳島県立農林水産総合技術支援センター所長より、農用地利用配分計画の認可について、令和３年１月   

 ２９日付け、農技セ第７５０号にて事務局に通知がありました。認可年月日は令和３年１月２９日です。 

１９ページに詳細を記載してありますので、ご確認ください。 

 

以上で議案外の報告を終わります。 
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議長 

ただいま、事務局より議案外 ４ 件について報告がありました。 

何か質疑はございませんか。 

 

（※「なし」の声あり） 

 

議長 

質疑なし、と認めます。よって、議案外について終わります。 

以上で、本日の審議はすべて終了いたしました。 

これにて、第８回総会を閉会いたします。この後、事務局より事務連絡がございますので、宜しくお願い

いたします。 

 

 

 

総会終了   午後 ２ 時 ５０ 分 

 

 

 

議事録署名委員     ９番 谷崎 賢二         １７番 森  博之 

 


